
 

 

 

皆様、こんにちは。令和５年６月 17 日にて NPO 法

人電子自治体アドバイザークラブの理事に選任さ

れ、また多田前事務局長の後を受け、事務局長に就

任することになりました吉川です。たいへん光栄に

思っております。これまでの経験や知識を活かし、

電子自治体アドバイザークラブの更なる発展に貢献

できるよう最大限努力してまいります。当NPO法人

は今年で２０年目を迎える筋目の年であり、昨今流

行りの SDG’s の観点から見れば、我々会員もベース

が会社を卒業したＯＢのメンバーが中心となってい

る関係上、高齢化も進み次の１０年を見据えた体制

の早急な変革が必要とされています。ああああああ 

私たちの使命は、地方自治体のデジタル化促進に

お役に立てるよう適切に側面から活動し、貢献して

いくことです。地方自治体と言ってもその活動範囲

は、学校支援、公民館活動、市民組織に至るまでた

いへん幅広く、スマホ、PC の操作支援、児童教育、

市民へのサービス提供の効率化を実現するため，私

達の取組がますます必要とされています。会員皆様

の想いのある活動により、より良い IT 社会を作り上

げていけるよう努めて参りましょう。ああああああ 

さて、私は某電気機器メーカーの IT システム部門

を経て、退職後、当クラブに入会させていただきま

した。IT システム部門では、システム開発から始 

まるわけですが、80％はグローバルレベルでの IT ネ
ットワークインフラ・セキュリティシステム構築に  

携わって参りました。おかげで全世界に展開する海

外拠点を訪問することができ、見識の幅が格段に広

がりました。この３０年、通信方式はアナログから

デジタルに変わり、線路はワイヤーから光へ、無線

へそしてアプリは１対１から N 対 N へ、そしてイン

ターネットの拡大等すべてが指数的スピードで変化

しました。技術革新の発展・応用に社会が変化する

中、法律がついていけない状態です。最近では

ChatGPT が話題になっています。「実はこの文章、

ChatGPT が作成しています」というと驚きでしょ、

そうではないですよ。でもベースは作れます。自分

の知識をキーワードとして ChatGPT に吸収させて

いくと自分のクローン脳ができてしまいますよね。

これ、会社でやれば、機密情報がもれます。こうい

うところが問題なんですね。ChatGPT に覚えさせ学

習させるというのは考えもんです。こういう最新の

技術を取り込みながら我々も発展していかねばなら

ないのですが、やはり継続性を目指すには、組織と

し て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トピックス！ 

して、体力的にも知力に限界に近

づいてきている事実は否めませ

ん。この組織強化こそが我々の

SDG’s の目指すところです。今

後とも、NPO 法人電子自治体ア

ドバイークラブをどうぞよろしく

お願い申し上げます。あああああ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

１．体制刷新 
設立 20年目にあたり、今後の１０年先を見越して 
体制を刷新しました。 

２．下期に向け新規に自治体へアプローチ 
三郷町、広陵町、高取町に対し、提案活動を実施。 
三郷町は下期にて、スマホメンター育成講座を実施する
ことになり、契約を締結した。 

３． Grafsec 第 8回会員連絡会 

  ・8.26 オンラインと対面のハイブリット型会議 

  ・出席者：オンライン ３０名、対面 ９名 

  ・基調講演：日本マイクロソフト（株） 河野省二氏 

 

わかくさ抄 事務局長就任にあたり   

４．NPO・ボランティア団体 
パネル展（前半） 

・期間：8月 5日～8月 31 日     

・会場：奈良市ボランティア 
インフォメーションセンター 
・展示内容：パソコン、スマホ教室 
 子ども向けプログラミング教室 
                               

５．子どもゆめ基金２次申請で 2講座の助成決定 

・ロボカーの製作とプログラミング体験講座〈3回〉 

・ボードコンピューターでプログラミングを学ぶ講座〈4回〉 

６．みんなのページ 
5ページ目をご覧ください。 

７．「e-AAC 20年の歩み」概要 

  6ページ目をご覧ください。 

 

 

 

eAAC 事務局長 

 吉川和美 
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第１部会では自治体会員を定期的に訪問して、行政の情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 子ども向け（モノづくりを体験して科学を学ぶ） 

プログラミング体験講座 （天理サタデースクール） 

・7/1  井戸堂公民館    

・7/8  櫟本公民館 

     ・7/22  式上公民館 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電子自治体アドバイザークラブ
NPO
法人

http://eaac.sakura.ne.jp/ 電子自治体アドバイザークラブ
NPO
法人

http://eaac.sakura.ne.jp/ 

「第１部会」からの報告 自治体情報化支援 
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１． 自治体会員への『ちょっとアドバイス』 

e-AACの自治体会員を定期的に巡回訪問して、自治

体が抱えている課題について助言などを行っている。 

（１） 令和 5年度上期実施状況（4 月～8月） 

 自治体会員 

天理市、下市町、明日香村 

 訪問回数合計：16回 

 テーマ数合計：39件 

（２） 主なアドバイス分野（4月～8 月） 

分野 件数 

行政システム関係 23 

地域サービス 4 

IT技術 7 

その他 5 

合計 39 

２． 自治体 DX推進の支援 

 市民向け（パソコン、スマホ、インターネットの講座） 

 子ども向け（プログラミング、ネットリテラシー向上） 

 自治体職員向け（パソコン力を向上、業務効率化） 

(1) 明日香村 

 「地域情報化支援事業」 ： 担当部門 総務財政課 

ICT の強い街づくり：誰もが、いつでも、どこでも、デジ

タルの恩恵を享受できる社会を目指して、地域の課題

の解決に取り組む。 

➀ 住民アンケート調査  

明日香村の住民に対して、「明日香村のデジタル化に

関する調査」を実施した。 

 調査期間 ： ８月１日～９月４日 

 調査対象：明日香村の全所帯（2,300 所帯） 

 設問数：10 

 提出方法： 

   ・スマホ、タブレットから、QR コードを読み取り、回答 

   ・FAX 

   ・役場に持参 

 回収率： 集計中 

②  明日香村住民向けスマホ教室 

・2023年 8/7, 8/17, 8/21, 8/29  ４回 

・参加者：９名 

③ 職員パソコン電話相談 

・期間： 水曜日 午後 

(2) 天理市 

 「自治体 DXの支援」：担当部門 ： 情報政策課 

① 行政 DX支援・・・ちょっとアドバイス 

② 市民向け（パソコン、スマホ、インターネット等） 

・天理パソコン初級教室：７月～８月 ６回 

・天理パソコン中級教室：８月～９月 ６回 

 

 

 

（3）下市町  

 ちょっとアドバイス・・・行政 DX支援 

・行政システム関係の情報提供・助言 

・地域サービスに関する情報提供・助言 

 子ども向け「プログラミング体験講座」 

３．地域活動 

（１）Grafsec（草の根サイバーセキュリティ推進協議会) 

➀ 7/25 ワークショップ 

  ・Web会議 

・小グループ討議 

    

 

② 8.26 第 8回会員連絡会 

 ・オンラインと対面のハイブリッド 

 ・参加者：39名 

（２）地域づくり団体全国協議会 

   （地域活性化活動） 

 （３）協賛団体 

 奈良市大宮地区社会福祉協議会 

三笠公民館を拠点にして、モノづくり体験講座 

 奈良市登美ヶ丘北中学校区地区教育協議会 

登美ヶ丘公民館を拠点にして、モノづくり体験講座 

 生駒市東地区民生委員児童委員協議会 

生駒東小学校の児童に、モノづくり体験講座 

４．自治体会員の勧誘活動 

 （１） 広陵町訪問 

    ６月２３日 

山村町長と面談 

 

 

 

                     

（２） 大和郡山市訪問 

                         ８月２４日 

                         上田市長と面談 

 

 

 

 （３） 高取町訪問 

    ９月５日 

    中川町長と面談 

 

 

 

 



 

 

 

■令和５年度上期の実績 

児童・生徒を対象に、パソコンの講座やインターネット・リテラシーの

講演等の活動を行っている。 

令和５年度上期の活動は、コロナの影響もなく、計画通りに実施で

きた。 

１． 奈良県青少年社会活動推進課委託事業 

県からの要請に基づき学校へ出向き、インターネット・リテラシーの

講演を行っている。令和５年度上期は１４件と、昨年度より２件多く受

託し講座を実施することができた。 

１ 5/30 
橿原市少年指導 
委員協議会 

２ 5/31 
生駒市立 
生駒中学校 

３ 6/7 
天理教保育士
育成白梅寮 ４ 6/21 

奈良県立 
山辺高等学校 

５ 6/30 
大和高田市立
陵西小学校 ６ 7/3 

大淀町立 
大淀中学校 

７ 7/7 
桜井市立 
大三輪中学校 ８ 7/10 

奈良市立 
京西中学校 

９ 7/12 
大和郡山市立
郡山東中学校 

10 7/13 
桜井市立 
城島小学校 

11 7/13 
田原本町立 
北中学校 

12 7/14 
山添村立 
山添中学校 

13 8/31 
奈良市立 
大宮小学校 

14 9/7 
私立（通信制） 
飛鳥未来高校 

令和５年度から、学校が申込時に

講師の団体を指名する制度に変更

された。このため、県の募集開始前

に開講実績のある学校を中心に DM

送付の営業活動を行った。飛鳥未

来高校からは、「e-AAC の HP が本

校の考えにマッチしている。」との

理由で、指定を受けた。 

このようなことから、昨年以上の講

座を開講できた。 

２．草の根サイバー・セキュリティ全国運動基金 

草の根・サイバー・セキュリティ(Grafsec)の少額助成を受けて、奈良

市立登美ヶ丘北中学校パソコンクラブの支援を行った。 

開催日（計５日） 

前期 6/15、7/6、8/31 後期 10/5、10/19 

 

前期は、１～３年生が参

加、後期は３年生が抜け１・２

年生が継続参加。前期は、

Grafsecの少額助成を受けて

実施。後期は別途 Grafsec

へ助成申請中。 

活動内容は、１５分のイン

ターネット・リテラシー学習と４５

分の MicroPython を使用して Microbitで電子ジャンケンをプログラム

した。 

8/31 にて、ほぼ MicroPython で電子ジャンケンをプログラムするこ

とができた 

 

 

 

 

３．学校支援 

学校からの要請に基づき、パソコンクラブの活動支援を行っ

ている。 

１ 
佐保台小学校 
パソコンクラブ 

6/7、7/5、10/4、11/1、1/31、2/28 
（全６回） 

２ 
生駒東小学校 
パソコンクラブ 

6/9、6/23、9/15、11/24、1/26、2/9 
（全６回） 

 

支援内容は、両校とも

Scratch にてゲームのプログ

ラ ミ ン グ を行い 、 さ ら に

Microbit のプログラミングを

予定している。 

ゲームのプログラミングは

初めての児童が多く、興味

を持ってプログラミングして

いた。 

 

４．子どもゆめ基金事業 

例年公民館等を会場として、地区の小学校児童を対象にプログラミ

ングを中心とした講座を開講している。 

令和５年度は、２次申請を含めて、２６講座を開催することになった。 

上期では、２６講座中１４講座を完了できた。プログラミング体験講

座は、2・3年生のパソコン初心者を対象としたが、どの回も申し込み

が多く、7/29 登美ヶ丘公民館では３回に分けて実施した。 

 

プログラミング体験講座 

１ 5/13 
奈良市立 
三笠公民館 

２ 5/27 
生駒市立 
生駒東小学校 

３ 6/10 
明日香村立 
中央公民館 

４ 7/1 
天理市立 
井戸堂公民館 

５ 7/8 
天理市立 
櫟本公民館 

6 7/22 
天理市立 
式上公民館 

７ 7/29 
奈良市立 
登美ヶ丘公民館 

8 8/5 
下市 
観光文化センター 

9 9/2 
奈良市立 
平城公民館 

10 9/16 
奈良市立 
三笠公民館 

パソコン分解を通じてハード・ソフト・ネットを学ぶ講座 

１ 6/24 
奈良市立 
三笠公民館 

２ 8/19 
奈良市立 
平城公民館 

３ 9/9 
生駒市立 
生駒東小学校 

４ 9/30 
奈良市立 
登美ヶ丘公民館 

５ 11/4 
明日香村立 
中央公民館 

 ― ― 

プログラミングでロボット制御を学ぶ講座 

１ 10/14 
奈良市立 
平城公民館 

２ 10/28 
奈良市立 
三笠公民館 

３ 11/11 
生駒市立 
生駒東小学校 

４ 12/2 
奈良市立 
登美ヶ丘公民館 

ロボットカーの製作とプログラミング講座（２次） 

1 11/18 
奈良市立 
平城公民館 

2 12/9 
生駒市立 
生駒東小学校 

3 12/16 
奈良市立 
三笠公民館 

 ― ― 

ボードコンピューターでプログラミングを学ぶ講座（２次） 

1 1/13 
生駒市立 
生駒東小学校 

2 1/27 
奈良市立 
三笠公民館 

3 2/10 
奈良市立 
登美ヶ丘公民館 

4 2/24 
奈良市立 
平城公民館 

「第２部会」からの報告 学校教育情報化支援 

電子自治体アドバイザークラブ
NPO
法人http://eaac.sakura.ne.jp/ 電子自治体アドバイザークラブ
NPO
法人http://eaac.sakura.ne.jp/ 

橿原市少年指導委員協議会 
会場：かしはら万葉ホール 

リンゴ・キャッチ・ゲームの画面 

登美ヶ丘北中学校パソコンクラブ 
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スマホはますます重要になってきており、特にシニアに対し

て地域でスマホの使い方を指導できる人材の育成が重要にな

ってきています。高田スマホ講座では従来の OB講座の内容

をサポーターとして活動できるサポーター養成講座に変更して

実施しています。又三郷町では同じ趣旨で 11月からメンター

養成講座が新たにスタートする予定です。 

奈良県立なら食と農の魅力創造国際大学校（通称 NAFIC、

旧農業大学校）では昨年度の 1年生（20名）に加え 2年生も

パソコン研修を担当することになりました。 

■ 受託 パソコン・スマホ教室 

１. 奈良県市町村職員パソコン研修 

今年は定員を 30 名に戻し昨年度同様に１１月から実施の予定で

す。本年度は昨年のアクセス応用がなくなり下記のように全部で 4

講座となります。 

コース名 コース数 日程 定員 

エクセル応用 2 11/6-7,11/9-10 30名 

エクセル応用とマクロ 1 11/13-14 30名 

アクセス基礎 1 11/16-17 30名 

２. 奈良市企業局職員 PC 研修 

奈良市企業局の職員向けにワード、エクセル、アクセスのスキルア

ップのための研修です。各コース 2日間です。 

実施回 内容 日程 定員 

第 1回 アクセス基礎 9/13～14 8名 

第 2回 ワード応用 9/19-20 10名 

第 3回 エクセル応用 9/21-22 10名 

第 4回 マクロと VBA 9/25-26 10名 

第 5回 アクセス基礎 未定 8名 

３. NAFIC パソコン講座 

奈良県立なら食と農の魅力創造国際大学校（通称 NAFIC）から委

託を受けて、昨年度の 1 年生 20 名に加え、本年度は 5 月から新

たに 2 年生 20 名を対象にエクセルとパワーポイントの基礎を実施

しました。最終回には各自パワーポイントで資料を作成し発表して

頂きました。 

9月からは 1年生を対象にワードとエクセルと実施いたします。 

対象 回数・日時 期間 内容 定員 

1年生 ・各 8回 

・毎週木曜日 

・13:00～16:10 

9/7～10/26 
・ワード 

・エクセル 
20名 

2年生 5/11～7/6 
・エクセル 

・パワーポイント 
20名 

４. 耳成地区公民館スマホ教室 

橿原市耳成地区の方を対象に

本年度も上期にスマホ教室を

実施しました（8 回コース、7 名

参加）。最終回には館長から終

了証が手渡されました。 

10月から下期コースを実施する予定です。 

 

５. 天理市パソコン教室（初級コース） 

天理市民会館で主に

シニアの初心者を対

象に実施しました（6回

コース、10名参加）。 

下期は 12 月に 1 コー

ス実施の予定です。 

６. 高田市スマホ講座 

高齢者の健康年齢を

上げることを目的とし

て高田市市民交流セ

ンターから委託を受

け、スマホ講座を実施

しています（ほぼ 1 回

／月、全 12 回、本年

度で 6 年目）。本年度は初の試みとしてサポーター養成講座を受

講したOB約 10名がサポーターとして加わったため、約 30名の受

講者に対してスムーズに進めることができました。 

７. 高田市スマホサポーター養成講座 

従来のスマホ講座OB会を変更し、高田スマホ講座のサポーターと

して活動して頂くように、スマホ講座の 1 週間前に同じ内容の講座

を受けて頂きました。毎回約 10名の参加がありました。 

８. 明日香村スマホ教室 

第 1部会と共同で明日香村スマホ教室を 8月に実施しました（全 4

回、9名の参加）。 

９. 三郷町スマホメンター養成講座 

主にスマホの分からないシニアが気軽に相談てきる人材の育成を

目的として、11月から 5回コースとして実施の予定です。 

■ e-AAC スマホ・パソコン教室（自主事業） 

e-AAC 主催の教室で、市の広報誌に受講案内を掲載することによ

り受講生の確保を図っています。 

１. 高田教室： 大和高田市産業会館(水曜日) 

中級者向けにパソコン

教室を産業会館で、午

後は何でも相談を中

央公民館で実施して

います。上期は各回

11～21名参加しました

（全 12回）。下期は 10月から実施の予定です（12回）。 

２. 学園前教室： 奈良市西部公民館 

上期は初心者を対象に

スマホ基礎コース（全 6

回）を実施しました。スマ

ホの種類が多く、通常の

アンドロイドとかんたんス

マホに限定して実施しま

した。今後、9月からと来

年 1月からの 2 コース実施の予定です（各コース 6回）。 

３. 天理中級教室： 天理市民会館 

中級教室は天理市パ

ソコン教室（初級コー

ス）の受講者のスキル

アップに図ることを目

的に実施しています。

上期は 8～9 月に実施

し、11名の参加（6回コース）。下期は来年実施の予定です。
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「みんなのページ」 会員のみなさんからの投稿 
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充実した老後の生活を求めて 

私は、今年(令和 5 年)3 月で完全に仕事を辞めました。これから家で、じっと暮らすことはできるだけ避けたいと 

思い、6 月より電子自治体アドバイザークラブに入会させていただきました。私の自己紹介を兼ねて、また、 

自分自身の整理も含め、今、趣味や活動していることをここで、まとめたいと思います。 

1、 学校関係 小学校から高校まで 

① 小学校同窓会幹事：2 年に 1 回、小学校同窓会総会を実施。そのための準備 

② 高校サッカー部 OB 会幹事：年に 1 度夏に OB 戦を実施。その連絡や OB 戦の世話 

2、 詩吟 詩吟は大学時代に始め、仕事が忙しいときには、ずっと休んでいました。 

① 関心流 寧楽吟詩会：月に 1 回、練習をしています。現在の資格は「範師」で、吟号は「快洲」。 

② シャープ社友会 詩吟同好会：コロナ前には、月に 2 回、練習。2020 年 5 月以降、現在は休み。 

3、 ボランティア活動 4 つの NPO 法人に参加しています。 

① 奈良外国語観光ガイドの会：外国人相手に奈良の案内をしています。 

② 幸齢社会づくり協会：ゴルフ場の整備を行うボランティア。1 回 2 時間程度で、月 1 回程度参加するようにしています。 

③ 転害門前旧銀行建物活用協議会：月に 1度、奈良市の転害門の近くにある案内所(旧銀行)で、訪問者の対応をしています。 

④ 電子自治体アドバイザークラブ：吉川さんと山本さんにお誘いを受け、参加させていただくことになりました。 

4、 ゴルフ 20 代から始めました。20 代のころは、吉川さんとも一緒によくプレーしていました。 

① シャープ社友会 ゴルフ同好会：年間 6 度のコンペが開催。最近、世話人に名を連ねるようになりました。 

② 同級生とのゴルフ：高校時代の友人(10 人以上)と春は奈良近郊で、秋は長野でゴルフ。 

③ その他：できれば、月 1 回程度は、ラウンドをしたいと思います。 

5、 その他 

① 家庭菜園：家で食べる分の野菜を栽培。時間があれば、畑に出るようにしたいと思います。 

② シャープ社友会 中国文化研究会(麻雀同好会)：月に 1 度、例会があり、それに参加。最近は参加人数が減っています。 

ということで、上記したことで、何かご興味を持たれた方、是非、私に声掛けしてください。 

 

至福のひととき～メルボルンカフェと英語 

家の近くにカジュアルな英会話カフェがある。私は週に２,３回足を運んでいる。マスターはオーストラリア 

・メルボルン出身。奈良・ならまちが大好きで 4 年前に日本に移住。お茶目でとってもフレンドリー。奥様は 

日本人で 11 年間メルボルンに住んでいた、聡明で私の憧れの女性。店内のメルボルンの写真や本は「行きたい」 

という気持ちを駆り立てる。そこで 7 月末に 9 日間メルボルンに行ってきた。 

 

成田から空路 10 時間。南半球の 7 月、覚悟していた寒さはなく、日中の最高気温は 17 度。晴天続きで快適な 

毎日だった。国際的で多文化、多様性に富んだ活気溢れる街並み。物価は高い。日本の３倍である！ペットボトル 

が 400 円。クロワッサン 1 個 1000 円。だけどコーヒーは 600 円位。 

 

世界一カフェが多いメルボルン。カフェ文化の中心地である。それぞれが内装やデザインにこだわり、居心地の良い空間を提供

している。バリスタたちはコーヒーの抽出技術やラテアートなどに熱心で、多くの場所で異なる種類のコーヒーが楽しめる。独立

系のカフェが盛んで、チェーン店よりも個性的でユニーク。地元の雰囲気やコミュニティを感じる。みんながカフェの中でそれぞ

れに好きなコーヒーを味わい、様々な会話を楽しんでいる。 

 

奈良でもこの英会話カフェではメルボルンの雰囲気を感じ取ることができる。世界中の人々と英語で交流でき、奈良について情

報交換できる場所である。またメルボルンスタイルのコーヒーが楽しめる。主流のエスプレッソ式コーヒーがメインである。私の

一番のおすすめはラテ。なめらかなミルクフォームを通してコーヒーの味をしっかりと楽しめ、60 度というミルクに最適な温度で

自然な甘味が感じられる。朝活（あさかつ）。美味しいラテとクロワッサンのモーニング、マスターと奥様、そして仲間たちと英字

新聞を読む。至福のひとときである。 

 

e-AAC会員のみなさんが投稿するページです。投稿

をお待ちしています。（文字数：600～800文字程度） 

会員 山本 

 

会員 吉長

い 
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４．e-AAC の会員・組織 

 

★編集後記★ 

協
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e-AAC 会員募集 
会員皆様からのご紹介・勧誘をお待ちしています。個人・企業・

団体・機関の会員を増やします。事務局までご連絡ください。 

 正会員・個人会員・賛助会員・自治体会員 

Tel/Fax: 0742-36-8520 

e-mail: e-aac@vesta.ocn.ne.jp 
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電友会奈良支部 

２０周年を迎える中、 「会報わかくさ」も３０号を発刊で

きました。ここ数年新型コロナウイルスの感染対策をし

つつ、なんとか工夫をして乗り越え活動し、このように

会報を発刊できることはたいへん喜ばしいことです。 

さわやかな季節が来ようとしています、頑張ってまいり

ましょう。                  （e-AAC編集部） 

http://www.cccties.org/

